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はじめに: 研究目的	
• ジェットの物理量・星間物質の状態を知り
たい 
→残光の時間変化を調査 
• GRB 150323C 

 遅い時間で残光が増光 
 →この時刻周辺で残光が立ち上がった
 と仮定 
 →ジェットのLorentz factor, 星間 
 物質分布の推定可能 
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はじめに: GRB 150323C 	

• Trigger: 2015/03/23 17:05:21(UT) 

• (RA,Dec) = (12:50:28.25,+50:11:27.6) 

• T90: 159.4 s 

• Fluence: (1.3±0.3)×10-6 erg/cm2 
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GRB 150323C のファインディングチャート	

Target position	 Swift/BATのライトカーブ	

Trigger	



観測	
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MITSuME明野望遠鏡	

•  山梨県北杜市明野町に所在 
•  口径50cm 
•  GRBの即時観測を実施 
•  g’バンド、Rcバンド、Icバンド

の3バンド同時観測 

明野50cm望遠鏡	
波長帯域	

なゆた望遠鏡/NIC	

•  近赤外望遠鏡 
•  口径2m 
•  Jバンド、Hバンド、Ksバンドの

3バンド同時観測 

なゆた/NIC	



明野のライトカーブ	
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増光	

※upper limit は3σ 	



明野と西はりまのライトカーブ	
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SED作成	

①	 ②	 ③	



GCNのデータも用いたライトカーブ	
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GCN,Swift/XRTのライトカーブ	

UVOTでは全バンド 
において upper limit 以下 	

Host galaxy	



明野と西はりまのSED①	
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Frequency に対してνFνがflat	



明野と西はりまのSED②	
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明野と西はりまのSED③	
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Swift/XRTのスペクトル	
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WT mode	

NH = (2.98±0.14)×1021 cm-2 

Photon Index = 2.99±0.06 



Discussion : ジェットのInitial Lorentz factor	
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• t = 2×103 sで残光のonsetがあったと仮定 
                                         (Morinali et al.) 
 
• EγはGCNに報告されていない 
→Eγ~1051 erg (標準パラメータ)と仮定 
 
 
GRBの中ではジェットが遅い？ 
 

Γ0 = [
3Eγ (1+ z)
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Discussion : 残光のスペクトル	

14	

• NHが比較的小さい 

→X線残光があまり吸収の効果を 

受けていない 

• Photon Index Γ = 2.99±0.06 

→比較的soft 

この値と spectral index から 

星間物質分布(ISM or Wind)の推定が可能 



今後の方針	

• ガンマ線領域での観測について調査 
→ガンマ線,X線,可視/近赤外領域を合わ

せたSEDを作成 

• Photon Indexの計算結果から 

星間物質分布の推定 
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